
IoT によ
 〜日系最
 
«ZIW201

ユー・エム
的に活⽤す
術情報集約
の課題を
 

 このレポー
内容を解
----------

 
ご講演企業
自社での設
 
【EMS とし
 弊社におい

ここ 20 年
億円規模
やしていき

 
 2000 年以

く進み、P
デルからの
した。そ
より、お客
また、お客
れるのかを

 
【強みの源
 生産リソー

約 90 ライ
汎⽤のマウ
自社で設計
弊社では
意訳する
和性が高い
動化を推進
特⻑として
1). FA 技
2). 品質保

 3). 設計や
 が挙げられ
 
 

よるスマー
最大級 EMS

17 講演レポ
ム・シー・エ
するお客様の
約、各種設計
ワンストップ

ートは、本講
りやすくお伝
------------

業の紹介：
設備生産を

しての成⻑の
いて現在の
年で、2000
になりました
き、日系の

以降、自動⾞
PHV/EV への
の構造変化、
うした中で弊
客様と共通の
客様側でも、
を検討するよ

源泉：LCA（
ースとしては
インという規
ウンター、実
計・製造して
LCA、ロー
と「コンパク
いロボットを
進する」とい
ては、 

技術の「いい
保証：人に起
や生産準備と
れます。 

ートファク
S による「

ポート» ─ 
エレクトロニ
の様々なニー
計・検証ツー
プで解決する

講演をご覧い
伝えする目的
------------

 
を強みにグロ

の経緯】 
EMS のビジ
年頃に 100

た。中国、ベ
EMS として

⾞産業などで
のシフトが急
、また IoT と
弊社も、図研
のシステム言
、EMS を利
ようになり、

（ローコスト
は、SMT が
規模で、従業
実装機以外の
ている点が大
コストオー
クトでスマー
を、できるだ
いうことにな

とこ取り」を
起因するバラ
と同期して設

クトリーの
「ワンストッ

ユー・エム
ニクス様は、
ーズに応えて
ール群の活⽤
るために構築

いただいた方
的で、趣旨を
-------------

ローバルス

ジネスモデル
0 億円だった
ベトナム、タ

ては最大級と

でもエレクト
急加速すると
という生産⾰
研などのシス
言語を持てる

利⽤すること
それが EM

トオートメー
約 150 ライ

業員数は約 1
の生産設備・
大きな特徴で
トメーション
ート、⼩回り
だけ安価に自
なります。

をすることで
ラツキやポカ
設備の製造や

の実現と、
ップソリュ

ム・シー・エ
「世界中で

ています。設
⽤、そして自
築されました

方の振り返り
を損なわない
------------

スタンダード

ルが形作られ
た年商は現在
タイと生産拠

となりました

トロニクス化
といった垂直
⾰新の潮流が
ステムを持つ
るようになり
により自社技

MS としての

ーション）と
イン、樹脂成
11,000 名で
・検査設備の
で、こうした
ンと呼んでい
りが利いて人
自社で制作し

で、自社の生
カよけという
や必要な改良

、設計製
ューションで

エレクトロニ
同一基準・品

設計上流から
社開発の生産

た。  

りや、ご覧いた
いように要約
------------

ド環境を確

れたのは 
在 1,100 
拠点を増 
。 

化が大き 
直統合モ 
がありま 
つことに 
りました。
技術・事業に
拡大によい影

と呼ぶ、自社
成型機が 
です。 
の多くを 
た運⽤を 
います。 
人との融 
して、自 

生産ラインを
う視点での自
良を進められ

造品質向
でのモノ作

ニクス様によ
品質」を実現
製造までの一
産設備導入。

ただけなかっ
約・再構成し
-------------

確⽴、日系最

に競争⼒、ス
影響を与えて

社での設備生

を最適化 
自動化 
れる、時間軸

向上への取
作り」に迫る

よる講演内容
現することで
一貫体制を整
。こうした仕

った方にもで
したものです

------------

最大級の E

スピード感を
てきました。

生産】 

軸での有利さ

取組み 
る！〜 

容のご紹介
で EMS を積
整備、さらに
仕組みはお客

できるだけそ
す。  
-------------

EMS へ成⻑

をどう持たせ
。 

─ 
積極
に技
客様

その

- 

⻑ 

せら



【主な製品
 まずは、4

15〜20 年
ですが、2
ECU、また
きています
もしてお
受託してい

 
 次に産業機

器は生産⾰
ーケンサ、
た、そう
ン化を進め
OA 機器は
アリング設
のユニッ

 
 その他、コ

別的に手掛
 
【「世界中で
 弊社はモ

あるべき
国で同時発
お客様のサ
るのか」を

 
 
 
 
設計活用に
DB への技
統一オペレ
 
 では、実際

皆様、お困
ます。例え

 
【設計上流

私たち UM
という製品
設計、機構
営業とい
による「設
実装・組⽴

 

品】 
4 割を占め最
年前まではお
2000 年代以
た特に近年は
す。この分野
り、改良設計
います。 

機器、OA 機
⾰新で市場そ
、電源などの
した装置を自
めるというス
は、従来は基
設計なども実
トでの供給を

コンシューマ
掛けています

で同一基準
ノづくりの仕
と考えて、体
発売などされ
サプライチェ
を考えて、ご

による提案
技術情報集約
レーション

際のモノづく
困りごとはな
えば電装製品

流から実装技
MC は「製品
品開発プロセ
構設計、ソフ
った各機能を
設計 - 実装
⽴工場はもち

最大受注分野
お客様が自社
以降積極的に
は環境対応⾞
野では生産だ
計やリエンジ

機器も高い⽐
そのものが成
の各種制御装
自らも使って
スパイラルに
基板実装だけ
実施しており
を⾏っていま

マーや情報通
す。 

・品質」を実
仕組み、品質
体制を整えて
れている中、
ェーン、バリ
ご提案してい

案： 
約と、設計

ンと⾼品質・

くりにおける
ないでしょう
品を開発する

技術・製造へ
品企画 ⇒ 製
セスを⽀える
フトウェア、
を持っていま

装技術 - 工場
ちろんのこと

野である自動
社製造にこだ
に受注してい
⾞の基幹部品
だけではなく
ジニアリング

⽐率で受注し
成⻑しており
装置の依頼を
て、自社工場
になっていま
けでしたが、
り、LCA によ
ます。 

通信機器など

実現する、
質基準はどの
ています。近
「どの工場

リューチェー
います。 

計上流から製
・⾼効率設

る、川上の設
うか？ 私た
るとします。

へ：「トータル
製品設計 ⇒
るための、回

実装技術、
ます。特に、
場」連携を深
と、成型⾦型

動⾞関連製品
だわられてい
います。各種
品なども多く
く、設計のお
グ、生産設備

しています。
り、インバー
を受けていま
場のオートメ
ます。 

現在はリエ
よる筐体と電

どの分野では

UMC グロー
の国でも全く
近年お客様製

場で生産する
ーンに最も貢

製造までの
設計を実現

設計での取組
ち UMC は
できれば一

ルソリュー
工程設計 ⇒

回路・アート
工場、購買
PCB 設計の

深めています
型工場もあり

品です。 
いた分野 
種電装品、 
くなって 
お手伝い 
備製造も 

産業機 
ータ、シ 
ます。ま 
メーショ 

エンジニ 
電子基板 

は、光ピック

ーバルスタン
く同じで 
製品が各 
ことが 

貢献でき 

のワンストッ

組みについて
、皆様ととも

一つの会社に

ーションでの
⇒ 生産」 
トワ―ク 
買・調達、
の標準化 
す。基板 
ります。 

アップやドロ

ンダード】 

ップソリュ

て紹介します
もに製品共同

に頼みたいと

のモノ作り」】

ローンなど、

ューションと

す。 
同開発をした

と思いません

】 

、特殊領域を

とで、全拠

たいと考えて
んか？ 

を個

拠点

てい



【標準化さ
私たちの設
開発プロセ
示していた
担当させて

 専門的な知
⾏い、皆様
いきます。
単体評価、
を実現しま

 
【実装技術
 UMC は、

現を目指
ノウハウを
情報データ
ペック情報
の情報を格
います。さ

 
 設計から製

でのモノ作
ら基板実装
をフィー
標準データ
メタルマス
ないモノづ

 
 

 また、DF
の DRC で
施し、試作
はんだ抜
付け不良」
検証では基

 実装・基板
 チェック時

のプリン
 
【シミュレ
 ワンスト

いる「シ
を⽤いて説

 
＜SI 検証

 伝達される
SI 波形検

された設計プ
設計プロセス
セスはこの絵
ただければ、
ていただきま
知⾒を有する
様と一緒に信
。それととも
、解析を⾏い
ます。 

術システムの
ノウハウを

しています。
を、図研の
タベースに集
報（許容差な
格納し、リレ
さらに、UM

製造までの工
作り」により
装までに対し
ドバックしま
タとして各マ
スクや印刷バ
づくりを⾏っ

FM 検証によ
では検出でき
作レスを目指
け性を事前に
」を未然に防
基板切り離し
板分割または
時のルールは
ト基板設計基

レーション活
ップソリュー
ミュレーショ
説明します。

証＞ 
る信号の品質

検証（等遅延

プロセス】 
スは、標準化
絵のようにな
、V 字プロセ
ます。 
る人員を配置
信頼性試験評
もに、図研ツ
い、私たちの

の概要と、そ
を集約して全
。グローバル
DS-2 を活⽤
集約します。
など）、単価
レーショナル
MC の基幹シ

工程では、「
り製品品質を
しては、シミ
ます。実装ラ
マシン連携、
バックアップ
っています。

より後戻りの
きないクリテ
指します。S
に検証するこ
防ぐ取組みを
し部とのクリ
は経年劣化の
は、過去トラ
基準書を基に

活用による設
ーションでの
ョン活⽤によ
。 

質をシミュレ
延）、配線検証

化されていま
なっており、
セスのこの下

置し、仕様・
評価項目を決
ツールを活⽤
の工場機能に

それによる成
全拠点統一オ
ルでのモノ作
⽤して UMC

データベー
価、寸法、CA
ルに展開出来

システムと連

「ワンストッ
を保証してい
ミュレーショ
ラインに対し

治工具設計
プなどの自動

 

のない設計を実
ティカルな課
SMD ランド
ことで、製造
をしています
リアランスチ
のリスク箇所
ラの積み上げ
に設定してい

設計検証効率
のモノ作りの
よる設計検証

レーションす
証（等⻑）、

ます。UMC の
皆様のアイ

下の部分を U

・製品設計の
決めて設計を
⽤し要素・実
により基板実

成果】 
オペレーショ
作りで得られ

オリジナル
ースには、部
AD ライブラ
来る仕組みに

連携を図って

プソリュー
います。回路
ョンにより設
しては、OD
計などを⾏い
動設計で、人

実現します。
課題のチェッ

設計では開
造工程での
す。部品レイ
チェックなど
所を検出して
げにより、U
います。 

率化】 
の中で、設計
証効率化」、

することで、
トポロジー検

の製品 
イデアを 
UMC が 

の提案を 
を進めて 
実装設計、
実装組⽴ 

ンの実 
れた技術 
ルの技術 
部品のス 
ラリなど 
になって 
います。 

ション 
路設計か 
設計検証 
B++を 

い、また 
人に頼ら 

。CAD 
クを実 
⼝率や 

「はんだ 
イアウト 
どにより、
ています。
UMC 内 

品質向上を目
および「標準

不具合を予
検証などを実

目指して図研
準化されたモ

予測・対策し
実施します。

研ツールを⽤
モノ作り」に

し信号品質を
 

⽤いて実施し
について、動

を確保します

して
動画

。 



 ＜PI 検証
 対象となる
 のノイズを

流密度とい
に強いパタ

 ＜DFM 検
 DFM ルー

結果を基
ンド、ルー
た。それ

 次に印刷バ
部品の高さ
クをします
出⼒を⾏い

 
 
 
 
スマートフ
基幹システ
らない徹底
 
 それでは

 
【⾒せる化

開発工程か
ードバック
データ連携
設計へ戻す
の品質を⾒
 
 
 
 

 
【ノウハウ

これが、U
基幹システ
します。皆
合わせた基
を加味し、
スマート倉
い、スマー
セッティ
の指示のも
ます。 
 

証＞ 
る信号を選択
を可視化して
いった DC 解
ターンの作り

検証、および
ールを選択し
にチェックを
ーターのミシ
らを、UMC
バックアップ
さ情報を基に
す。そして、
います。 

ファクトリ
テムが全情
底保全を目

ここから、L

化：IoT 活用
から工場生産
ク、CAD/C
携、ラインか
す、こうした
⾒せられるよ

ウが貯まった
UMC スマー
テムが工場の
皆様からの注
基幹システム
、自動的に生
倉庫は、生産
ート AGV（
ングし、生産
もと、各 AG

択し、抽出し
て検証してい
解析などを⾏
り込みを⾏っ

び治具自動作
し、シミュレ
を実施します
シン目と部品
の設計基準

ププレート
に、ザグリ形
、メーカー様

ーの実現
情報を収集・

指す 

LCA/IoT を活

用によるデー
産への⾒せる
AM 連携、O
からのデータ
た体制を構築
ようにします

た基幹システ
ートファクト
のすべての情
注文情報は、
ムで管理、注
生産計画が掛
産計画を基に

（無人搬送機
産を開始しま
GV が自動的

します。これ
いきます。電
⾏い、設計段
っていきます

作成＞ 
レーションを実
す。今回は部
品との近接を

準と⽐較して
（治具）の自
形状の自動作
様が活⽤しや

： 
・管理し、ラ

活⽤した、U

ータ連携によ
る化、評価か
ODB++を標
タを IoT 活⽤
築することで
す。 

テムが、生産
トリーです。
情報を収集し

UMC 独自
注文が入れば
掛かる仕組み
に自動的に部
）によって、
ます。すべて

的に⾏動し、

れにより基板
電圧降下、電
段階でノイズ
す。 

実⾏。この
部品外形とラ
を検出しまし
いきます。

自動作成です
作成・チェッ
やすい形での

ラインから

UMC のスマ

より、お客様
から設計への
標準データと
⽤により収集
で、お客様に

産計画を⽴て
 

し、コントロ
のノウハウを

ば、リードタ
みになってい
部品の払出し
、各装置に自
てが基幹シス
製品出荷ま

板 
電 
ズ 

ラ 
し 

す。 
ッ 
の 

らの情報を設

マートファク

様に「品質」
のフィ 
とした 
集して 
に実際 

て、製品出荷

ロール 
を組み 

タイム 
います。 
しを⾏ 
自動で 
ステム 
で⾏い 

設計にフィ

トリーを紹介

」をフィー

荷までを自動

ィードバック

介していきま

ドバック】

動で実施】 

ク。不良を

ます。 

を作



【効率を追
こちらが、
中国東莞工
また IoT
生産時間毎
守計画と進
ムな品質管
を⾏ってい
 
 

【その先の
私たちが
全が徹底さ
からはんだ
LCA モジ
厚、画像検
ルサーバー
AI を活⽤
 
 
----------
 
お客様のお
をお待ち
トサイトの
 
https://w

追求した LCA
、今年 IoT の
工場です。導
モニターによ
毎不良率、生
進度などを表
管理、異常未
います。 

のスマートフ
目指すスマー
されたライン
だ膜厚、搭載

ジュールライ
検査、FCT な
ーセンターで

⽤したデータ

------------

お困りごとを
しています。
のお問い合わ

www.zuken

A ラインで省
のモデルライ
導入で 10 名
よる「工場の
生産進度、設
表示していま
未然防⽌を図

ファクトリー
ートファクト
ン」です。S
載精度、温度
ンからネジ締
などのデータ
で一括集中管

タ解析を⾏う

------------

を UMC が解
。ご興味がお
わせフォーム

n.co.jp/con

省⼈化、生産
インとして L

名の省人化を
の⾒せる化」
設備効率（可
ます。これに
図り、生産性

ー：目指すの
トリーは、「
SMT:インテ
度変化、画像
締めトルク、
タ収集を⾏い
管理。ビッグ
ことで実現

-------------

解決します。
おありの方は
ムです）。 

ntact/conta

産性の⾼い
LCA を導入

を図りました
」も進めてお
可動率）、設備
によりリアル
性の高い工場

のは「不良を
不良を作らな
リジェンスラ

像検査など、
、コーティン
い、UMC グ
グデータを集
します。 

------------

ユー・エム
は、以下の U

ct.php?in=

い工場運営を
した 

た。 
おり、 
備保 

ルタイ 
場運営 

を作らないラ
ない保 
ライン 
FAT： 

ング膜 
グローバ 
集約し、 

------------

ム・シー・エ
URL からお問

=1 

を実現】 

ライン」】 

-------------

レクトロニク
問い合わせく

------------

クス様では、
ください（図

-------------

お問い合わ
図研コーポレ

- 

わせ
レー

https://www.zuken.co.jp/contact/contact.php?in=1


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


